
代表・責任者
乾久美子（乾）

｜
照査技術者
郷野 正広（R）

｜
設計担当主任技術者
横山かをる（吉）

｜
設計担当副主任技術者
百田有希（o+h）

審査委員チーム

PM・CM

キャンパス
デザイン室

京都市

京都市立芸術大学

京都市銅駝美術
工芸高等高校

近隣住民・市民

の
型
話
対
る
く
つ
に
も
と

。
す
ま
し
現
実
を
計
設

多様な使い手

大学生・教職員・高校生
観光客・周辺文化施設

建築が
両者をつなぐ

テクニカル・コンサルタント

佐々木睦朗
構造計画研究所

本杉省三
小泉哲也
奥畑康夫

総合設備計画永田音響設計重森庭園設計
研究室

造
構

場
劇

響
音庭

園 備
設

建築設計チームJV

大村紋子

アンダーワンルーフ

表
代

術
美

域
地

携
連

RADUMA/design farm

kumagusuku 山田毅

査
調

ザ
デ

ン
イ

吉村建築事務所

RING ARCHITECTS

横国大キャンパス計画室・室長
乾久美子建築設計事務所

設計に反映できることを
精査して共有

フジワラテッペイ
アーキテクツラボ

横国大キャンパス計画室・副室長

大西麻貴+百田有希/ o+h

画
企

集
編

MUESUM

一級建築士

人31
大学

諸官庁

窓口

窓口

リサーチ・機運醸成チーム

* アンダーワンルーフ
経験豊富で多様な専門家が
参画する組織をとりまとめ
るアンダーワンルーフの責
任体制、組織の垣根を越え
た作業分担としていきます。

*

齋藤歩
料
資

存
保

フレキシブルストラクチャー

マトリクス

11m

A 街区 B街区 C街区

6.5m

10m

8m
4.5m

ｻﾝｸﾁｭｱﾘ
(奥庭)

辻子
(廊下)

通り

突抜
(ﾘﾝｸﾌﾛｱ)

抜
突

庭
奥

ム
テ
ス
シ
面
平
案
提

造
構
市
都
の
都
京

通り

辻子

第 8号様式①

まちのように育まれる
水平につながっていくキャンパス
 ー 大学と地域、芸術と社会の新しい関係性を生み出すフレーム ー

基本姿勢を具現化するための3つの方針に基づくフレーム

フレーム

ひとつのまちが生まれ成長するように大学をつくる

受付番号：

水平的な対話から設計を実現していく実施体制を構築

「つくる」「つかう」「のこす」が融合したプロセス

地域の生活空間とともにある有機的なキャンパス

▲

（結果生まれるもの）M.F.と
F.S.による自由な構造システ
ムは、関係者との対話を通し
て両側町や桟敷空間、川床の
ような都市的な魅力を生み
出していく新しい建築のデ
ザインフレームです。

設計チームの特徴

①

フレーム③

人々の暮らしが多様

出典：髙橋康夫
『京町屋・千年のあゆみ 都に
いきづく住まいの原型』
学芸出版社 p.42図1・4 C 

な
立面となって現れる

アンダーワンルーフな議論

地域マテリアルリサーチ

市民にプロセスを公開

フィールドワーク

多様な使い手との協働フレーム②
サンクチュアリとしての奥庭活動の中心となる通り

新しいキャンパスでは、京都市立芸術大学の基本姿勢［芸術であ
ること・大学であること・地域にあること］を設計を通して考え、
発展させていく使命があると私たちは考えました。その使命を「まち
のようにつくり・成長する」「つくる・つかう・のこすを融合さ
せる」「地域の生活とともにある」という３つの方針に基づくフレーム
によって具現化します。

 ① -1　マトリクスフロア（M.F.）とフレ
キシブルストラクチャー（F.S.）
条坊制を人々が住みこなすことにより多様
で豊かな京都が生まれてきたように、基盤と
なるM.F.と、柔軟なF.S.というふたつの構造
の仕組みを設定します。
※マトリクスフロア（M.F.）の柔軟性
M.F.の数と高さは各街区の特性に合わせて
自由に設定できます。
 ①-2　活動の中心となる立体化した通り
京都の活動や文化が通りを中心に発展してき
たことを引き継ぎ、立体化した様々なスケール
の道を大学活動の中心として位置付けます。
 ①-3　奥庭による親密なサンクチュアリ
各棟に奥庭をもつことで、学内のサンクチュ
アリ空間を確保します。奥庭を介して部屋が
向き合うことで、科を超えた親密な出会い
の場になります。

 ② -1　活動の風景が現れる立面計画
研究室に占有されるバルコニー、各科を超えて大勢が行き交う
共有廊下が、通りに向かってランダムに現れる計画とすること
で、キャンパスの活動風景がそのまま立面となります。

 ②-2　対話のためのナレッジマネジメント(情報・知識の共有と活用)
「スケッチ・ランゲージ」や「巨大模型」、「インクルーシブデザ
イン」、「既存校舎でのシミュレーション」など、視覚的・身体的・
社会包摂的・空間的な独自の対話ツールを開発します。言葉での
共有ではこぼれ落ちてしまう大切なことも、より多くの使い手た
ちと共有できる新たなデザインの対話を提案します。
 ② -3　あらゆるアーカイブズが新たな地域資源となる仕組み構築
新たな住民として参画する大学・高校関係者が、柳原銀行記念資
料館をはじめ地域で長きにわたって培われてきた「自分たちのま
ちを自分たちでつくる」自治の精神を引き継ぎ、新たなまちの地
域資源を創出 /蓄積できる仕組みを構築します。

 ③ -1　高瀬川沿いに展開するリサーチ・マネジメント（新機構）軸
高瀬川（旧河道含む）に沿ってギャラリーアクアや講堂、図書館、
共通工房をはじめ、まちの古材循環センターや銭湯といった機能を
展開し、フォーマルな発表の場から地域との日常の交流の場までを
ひとつながりのものとします。
 ③ -2　地域に編み込まれる 7つの軸と 5つの十字路
崇仁地区をはじめ、京都のまちに寄り添うキャンパスとして、「暮らす・
働く・創造する」が一体となった計画を、全地区を横断する7つの軸、
5つの十字路により体現します。

多様な対話プロセスを実現する、確実性と柔軟性を兼ね備えた実施体制を構
築。在校生・OB、移転プレ事業にも参画する研究者が伴走し、現在進行中の
さまざまな移転プロジェクトと融合した設計プロセスを実現します。



東九条エリア

崇仁地区

高瀬川

須原通

高倉通

塩小路通

柳原銀行記念資料館

食堂

まちの古材循環センター

銭湯（シャワー室）

まちの古材循環センター・ミニ

ギャラリー@KCUA

伝音ギャラリー

講堂

ホワイエ・ギャラリー

卒業生日替バー&カフェ/守衛

卒業生フードスタンド

東九条エリア

コミュニケーション（ショップ）

コミュニケーション（ショップ）

インフォメーションセンター
（地域・大学パトロール拠点）

芸術資源研究センター
図書館・資料館

共通工房（構想）
フォト・記録スタジオ（撮影）

共通工房（版）・デジタル工房

搬入・搬出
1

3

芸大通

ミニ木工室

学室学室学学長室

十字路の桟敷テラス

5

4

お祭り広場

共通工房（デ）・素材ライブラリー

共通工房（デ）・大型スキャナー
プリンター（二次・三次加工）

カフェ

河原町通

共通工房（デ）
素材加工（塗装・ガラスなど）

共通工房（彫）
木工・石工など（一次加工）

グラウンド

銅駝高校
崇仁児童館

下京地域体育館

図書室

体育館

2

地域包括支援センター

崇仁第二浴場

地域へ開く公園

地域へ開くことのできる
屋外ワークショップスペース

JR線路

地元の食堂や商店

地元の食堂

基礎実習室

展示室

地元の食堂や商店

塩小路通

学び発見軸

地域文化軸

賑わい創出軸
高瀬川沿い居住軸

地域交流創造軸

エリアマネジメント・
リサーチ軸[新機構軸]

共通工房軸

コーパスタワー

受付番号：

地域との対話を実現するための新機構軸

地域に編み込まれるキャンパスを体現する新機構軸

第8号様式②

地域と制作現場が出会う
まちの古材循環センター

路
字
十

路
字
十

高瀬川沿い居住軸[南北高瀬川沿いの道]
崇仁地域の暮らしが溢れる動線学生による創造性を行き交う新動線

学び発見軸 [芸大通 (新設 )]
地域で培ってきたアイデンティティを感じる動線

地域文化軸 [ 河原町通 ]

地域交流創造軸 [ 須原通 ]
地域住民と学生との協働のきっかけを生む動線京都の玄関口と文化ゾーン東山を結ぶ動線

賑わい創出軸 [塩小路通 ]

共通工房を再編し、学科を超えた運動を生み出す動線

共通工房軸 エリアマネジメント・リサーチ軸[新機構軸]
学内外の接点をとなる高瀬川沿いに連なる新動線高瀬川沿いに生まれる

2つの創造軸

地域に存在する
5つの生活軸

大学と地域をつなぐ、7つの軸と 5つの十字路

高大連携 2　共通工房

京都～東山をつなぐ道に面したギャラリー@KCUA

グラウンド下にある共通工房の中2階には銅駝
高校の実習演習室室が浮いています。銅駝生が
教授 (プロ )や大学生の仕事の様子に、日常的
に触れることができます。

多様な舞台のあり方を
実現する講堂

音楽の森

ステージと客席を一体化させ、大学の講堂(ホー
ル )として多様な利用形態、研究活動に対応で
きる可変性を持たせます。通りに面して舞台の
一部を開放できるようにし、近接する木工室や
合唱室と連携しながらさまざまなつくりこみが
できるだけでなく、客席まで舞台化するなど実験
的なパフォーマンスのあり方をサポートします。

音楽学部が集約するC3棟の「突抜」の
先に、「音楽の森」をつくります。通り
から緑の景観が見えがくれします。

芸大の知が行き交う十字路と学長室

地域に続く催事のための
お祭り広場

3

5

2

路
字
十

通りを挟んで
向かい合う共通工房
一種の「両側町」を形成するように共通工房を
配置。簡易な揚重機を設置するなど、芸大なら
ではの生活景を、道が活動の拠点となる京都の
風景へとつなげていきます。

銭湯
エリアマネジメント・リサーチ軸の端には、銭
湯(シャワー)を提案します。クラブ活動(運動)
や工房作業後の入浴の機会を生むとともに、廃
材を燃料としたリサイクルの拠点にもなります。

路
字
十
4

路
字
十

1

エリアマネジメント・リサーチ軸に沿ってインフォ
メーションセンターを配置。設計・施工中には新
しい大学の姿を開示し、竣工後には学内活動のみ
ならず地域の活動を集約。エリアマネジメントの
拠点とします。

設計・建設プロセスの中で、日常的
に地域のリサーチや芸術活動を行い
ます。still movingなどの取り組みを
進めるギャラリー＠KCUAなどとの
連携も行います。

地域の生活に
寄り添う調査や制作

高大連携 1　グラウンド
鴨川沿いに計画したグラウンドを挟んで銅駝高
校の実習室でのアクティビティと芸大の授業「総
合基礎実技 (1年前期 )」が向かい合い、高大連
携の核をつくります。グラウンドの一部には自
由な制作が可能な半屋外ゾーンを配置し、多様
な制作・活動が可能な解放区をつくります。

高瀬川沿いの散策路
ABC地区をつなぐメインの学内動線であり、24時
間開かれた地域の生活軸にもなります。柳原銀行記
念資料館や河原町通りの広場を中心に、地域の公園
として、遊びやワークショップなどの活用ができる
ようになります。

暮らしに寄り添う
食堂とコーパスタワー

かつて京都の生活を支えるインフラであった高瀬川に沿って、新
機構を再編します。地域の暮らしや働く風景、共通工房での創作、
図書館・資料館での研究、講堂やギャラリーでの発表などがひと
つながりになることで、これまで無縁だった人たちがばったり出会
う「無縁の縁」が起こるバリアフリーな対話の場の創出を促します。

エリアマネジメント・リサーチ軸と伴走す
るように、共通工房を分散配置し、制作プ
ロセスや搬入出に配慮することで、多様な
創作活動を柔軟に支えます。

芸能が発祥した鴨川河川敷から、京都駅方
面へと高瀬川の流れに沿い、新機構の機能
と大学会館の要素を配置し、大学と地域、
来訪者との接点をつくります。

新旧の市営住宅、うるおい館、デイサービ
スセンターが並び、新設の橋とともに地域
の日常にある南北高瀬川沿いの道の先に新
たに橋をかけ、大学と地域とをつなぎます。

芸術学部、音楽学部の学生が最も多く集う
新設の芸大通では、学生たちの学びの機会
が、来訪者にとっての発見の機会へとつな
がるような状況を生み出します。

「自分たちのまちを自分たちでつくる」自治
の精神が培われてきた証である地域発信型人
権資料館、地域のお祭り広場など、ここに根
づく共同価値に触れる軸を生み出します。

地域商店や体育館と再編された大学会館（銭
湯やまちの古材循環センターなど）が並ぶ
須原通には、地域住民と学生が日常的に交
流し創造性を発揮する状況が生まれます。

市民や国内外の観光客が数多く行き交う、
塩小路通に面し、講堂や複数のギャラリー、
インフォメーションセンターなどパブリッ
クな機能を配置し賑わいを生み出します。

現・高瀬川とエリアマネジメント・リサーチ軸の十字
路に配置。芸大生や地元の人々の生活景の中に、コー
パスタワーを同居。価値づけの難しい日常の営みこそ、
貴重な資源とみなす芸大の新しい顔をつくります。

賑わい創出軸 (塩小路 )とエリ
アマネジメント・リサーチ軸の
十字路にギャラリー@KCUAを
配置。京都駅～東山を行き交う
国内外の来訪者と出会う場とな
ります。

共通工房軸と学び発見軸(芸大通)の十字路に配置。通りで展開
するさまざまな活動(音楽と美術、フォーマルとインフォーマル)
が出会うシンボリックな場所です。開かれた学長室や事務室も配
置し、学生・教授・職員全員が出会う芸大の核をつくり出します。

地域文化軸(河原町通)とエリアマネジメント軸、
共通工房軸の十字路は、お祭り広場として整備し、
地域と大学が共同で行う活動を支えます。

エリアマネジメント・リサーチ軸と崇仁と東九条
エリアをむすぶ地域交流創造軸 (須原通 )の十字
路沿いにまちの古材循環センターを配置。地域や
学内に向けた不用品回収機構+リサイクルセン
ター+ホームセンターを統合したような場所を
イメージしています。芸大特有のゴミ問題や周辺
の空き家問題をポジティブに解決しつつ、地域の
日常に芸大を開いていきます。



キーゾーニング

C地区 B1F PLAN

デザイン科

サンクン

構想設計

映像撮影
スタジオ

映像
編集

視
聴

機械
倉庫

共同研究スタジオ

修士総合製作
個人スタジオ

複合工作
工房

tS ｰｬﾁｸﾚ

VD3 回生
制作室

VD4回生
制作室

機械室

MAC
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ﾙｰﾑ

エネルギーセンター備蓄庫

駐
輪
場

更衣

WC

学科
共通
美術
自然
科学

ﾏﾙﾁ
1~3

打
楽
器
倉
庫

打楽器
研究

アンサンブル

2
練習
1

3 4
伝音
楽器庫

駐車場

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

搬入

素材工房
塗装

地下の奥庭
1F へ

地下の奥庭

講義室 11講義室 10講義室 2

[ 凡例 ]

浸水3m以上 浸水 0.5m～3m 浸水 0.5m未満

A地区 B地区 C地区

N

→京都駅

鴨
川

高
瀬
川

B地区 B1F PLAN

ハザードマップ

通りを介してステージと
各合奏室が連携する
合奏室をリハーサル室
として利用しやすい配置

通りを使って、屋外演劇や
コンサートを行うことも
できる

大型トラックの搬入は
地上階で行う

オペラの大道具を向かい
の共通工房で制作する
通りを挟んで
美術・音楽学部が連携する

メインの通り沿いに
EVホールを配置

奥庭に通じる路地

キャンパスの顔となる
講堂のホワイエ

擁壁沿いに
音楽の森をつくる

細い路地を進むと
地下の奥庭に通じる

どの専攻の生徒も
アクセスしやすい
1階 EVホール付近に
楽器保管用のロッカーを設置

1階のアクセスが
しやすい場所に
音楽学部の講義室を
まとめる

十字路に面して大合奏室、
共通工房・講義室が顔を出し、
賑わいをつくり出す

メインの通りに祠や神社を
補修して残す

事務室など管理部門を
まとめ連携に配慮

通りに面した吹き抜けから
地下の共通工房の様子が垣間見れる地下の奥庭につながる大階段

B地区から共通工房に
アクセスしやすい

南側の日照が良い場所に個室を配置し
図書を日光から守る

閲覧室との間に個室を挟むことで
線路の騒音から守られた
静寂な読書空間をつくる

エリアマネージメントリサーチの終点に
まちの古材循環センターを配置

漆工の木工室が
まちの古材循環センター
共通工房と連携する

大学の共同の風呂 (シャワー室 )が
交流の場となる

鴨川沿いに半屋外の
軒下空間をつくる
採光、通風の確保や
作品展示に利用できる

鴨川沿いの軒下に
彫刻・陶芸の制作室が並ぶ
高校・大学の連携を深める

高校の屋外空間が共通工房につながる

居室の前に坪庭を配置し
通風と採光を確保する
1階には採光があまり
必要ではない諸室を配置

1,2 年生の実習室の廊下を
オープンギャラリーとして利用する

・まちの古材循環センター
・下京地域体育館
・高校の展示室
が連携し地域の新しい顔が通りをつくる

大型用搬入口

地域の人も利用しやすい
高瀬川沿いに食堂を配置

まちの古材循環センターと
連携して使える素材工房

交差点に面して地域に
開かれた展示室を設ける塩小路通り沿いに

地域に開くことのできる
プログラムを配置する

長期休み期間には
巨大製作物の
展示場所にもなる
まちの古材循環センター
地域体育館（公民館）と連携して
地域のバザー会場としても利用できる

高瀬川の流れに沿って
降りていくサンクンガーデン

様々な資料をデータ化し
編集できる共通工房

新旧高瀬川の合流地点に
カフェを配置

柳原資料館のある B地区に
図書館・資料館を配置

地域に開かれるプログラムを
高瀬川沿いに配置し
地域のつながりを深める

講義室をギャラリートークの
会場や、展示室の延長として
利用することができる

通りに対して屋外展示
スペースを設ける

通りを挟んで講義室が
向き合い両側町をつくる

特殊素材などの
展示ギャラリー

共通工房と連動した
展示作業スペース
スムーズに制作・搬入できる
（地下の搬入路とも連動）

寂蓮寺を
補修して残す

C-1　1.5F

十字路に面する学長室
学校内の様子を眺められる

アイストップになる
大きなシンボルツリー

共通工房に面して作業室を設け
さまざまな制作を可能にする

体育館を一部改修して地域や
大学との関係を生み出す

鴨川に面した気持ち良い環境に
銅駝高校を配置
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彫刻+陶磁器 漆工
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合奏C-1

C-2

A-1

高校

A-2

C-3

C-4
講堂

新機構

A地区

B地区

C地区

美術学部
凡例 音楽学部

新機構 +大学会館
共通工房
事務局

グラウンド
銅駝高校
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NA-1

銅駝高校

A-2 B

C-2 C-4

C-2C-1

通りに面してカフェや
フードスタンドが顔を出す

1.5 階に客席への出入口、映写室、
音響調整室、照明調整室を設ける

第 8号様式③ 受付番号：

防災対策

防災拠点としてのキャンパス芸術と環境のパサージュ

新幹線沿いに京都らしいルーフスケープが展開

開放的なキャンパスのためのセキュリティデザイン 環境と芸術をつなぐランドスケープデザイン

新機構軸＝24時間開放エリアを可能にする計画

京都の新しい顔となる新幹線側からの立面

各地区の特性にあわせてボリュームや高さが変わっていきます。また、東九条エリアに向かって開かれた立面と
することで、互いに影響し合い新しい京都のまちの風景をつくっていくきっかけとなります。

書庫や資料収蔵庫は浸水
予想レベルよりも上の B
地区 2階に配置します。

1F
配置図

空 土

彫刻

藤壺 白川砂

水 野花

柳

ヒノキ桂

室前 光調 前室映写 音響調整

ホワイエ吹抜

インフォメーションをパトロールの拠点にもします。

収蔵庫など
(レベル 4)

危険工房
(レベル 4)

工房
( レベル 3) 図書室

(レベル 3)

B 地区 2F
夜間出入り口コア

守衛室

セキュリティライン

管理SS、壁、フェンスなど

セキュリティゲート

24時間解放 (一般 )

高校

車両

車両

A地区 B地区 C地区

大学と高校でセキュリティゾーンを明確に分けます。

A～C地区へつながる新機構軸

各科を超えた出会いが
生まれるC－２の奥庭

1.5F

1.5F
C-4

C-1

A地区 B地区 C地区 

力強いM.F. と、軽い F.S. の対比が立面にリズムをつくる音楽と美術が通りを挟み、向かい合う様子が見える 川床フロアにより鴨川へ活動が水平につながっていく

・安全性が求められる共通工房は、ガラスな
どを利用して視覚的につながりつつ物理的
な隔たりをつくる箇所を設けます。セキュ
リティレベル4が求められる工房は研究室
などを通ってアクセスする配置とします。
・学生証=ICカードを活用し、学生の自由
な出入りとセキュリティを両立させます。
・地域に開かれつつ安全な学校を実現する
ために、地域と連携しながら大学・周辺エリ
アのパトロールを行う仕組みをつくります。

京都の歴史的作庭に精通したコンサルタン
トの意見を聞きながら、風景をつくるだけ
でなく、砂紋の庭のように人の関わりによっ
て美しさが生まれ、人工物・自然物が融合
したランドスケープデザインとします。

免震され浸水被害の少ないC地区地下にエ
ネルギーセンター、備蓄庫を設け、非常時
のエネルギーバックアップ、地域防災拠点
機能を担います。A、Bは、浸水に備え2階
以上に電気室、発電機を設置。太陽光発電
パネルを分散設置し蓄電池を置くほか、個
別空調方式を併用し常時負荷への分散対応
や非常時の各地区の防災機能の向上を図り
ます。また雨水流出抑制を図ります。

・多様で自由な活動をサポートするため、
昼間は室単位のセキュリティを基本とし、
夜間は地域に開く施設を配置するエリア
マネジメント・リサーチ軸 (高瀬川沿い )
のみ開放としながら、そのほかはゲートで
各街区の夜間のセキュリティラインを形
成します。さらに各棟の夜間出入り口は1
箇所に絞り込みます。
・セキュリティレベル4が求められる収蔵庫
は図書館・資料館に入れ子状に配置します。


